
明けましておめでとうございます。子ど

もにお年玉を手渡しながら、「親のほうが

もらいたいよ」と冗談でも言いたくなる

新年。今どきはお年玉を貯金して、株な

どに投資する子どもたちもいるそうで

す。平成不況に育つ子どもたちの経済観

念は大人社会を映し出す鏡。澄んだ瞳は、

我々の行動をしっかり見ているようで

す。
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【機能やデザインも多様化し躍進！】

ダイエットやメタボ対策としてウォーキングがブームの中、「万歩計」の名で中高年に

親しまれてきた歩数計が進化しています。ポケットやバッグに入れても正確な歩数を

カウントできる種類が増え、ジョギング時の計測や厚生労働省の新しい運動指標「メ

ッツ」の対応など、機能は多様化しています。形状はスリムでコンパクトになり、女

性向けのデザインも人気。携帯電話やiPodにも搭載される歩数計の躍進振りを見ると、

世の中の健康に対する意識の高さに納得します。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
参
加
で
き
る
「
公
売
」】

滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
財
産
を
、
入
札
の
方
法
な

ど
に
よ
っ
て
売
却
す
る
制
度
の
こ
と
を
「
公
売
」
と
い
い
ま
す
。

差
し
押
さ
え
財
産
は
、
不
動
産
や
骨
董
品
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
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高
価
な
品
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

中
に
は
ギ
タ
ー
や
焼
酎
な
ど
と
い
う
身
近
な
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も
あ
り
ま
す
。
な

お
、
民
間
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
行
う
公
売
の
こ
と

を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」
と
い
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
公
売
会
場
へ
出

向
か
な
く
て
も
参
加
で
き
る
た
め
、
以
前
に
比
べ
て
多
く
の
人
が

参
加
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
で
は
、
大
阪
国
税
局
が
差
し
押

さ
え
た
高
級
外
車
「
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
」
に
１
４
８
件
も
の
応
募

が
殺
到
し
ま
し
た
。
こ
の
車
は
、
１
９
３
８
年
式
の｢

フ
ー
パ
ー
・

サ
ル
ー
ン｣

と
呼
ば
れ
る
型
で
、
吉
田
茂
元
首
相
が
愛
用
し
た
も

の
と
同
型
だ
そ
う
で
す
。
最
低
落
札

価
格
は
９
８
０
万
円
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
な
ん
と
約
１
１
０
０
万
円
で
落

札
さ
れ
ま
し
た
。

国
税
庁
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
で

は
、
一
昨
年
の
高
級
外
車
「
ベ
ン
ト

レ
ー
」
が
約
１
３
２
５
万
円
で
落
札

さ
れ
て
お
り
、
動
産
部
門
で
は
そ
れ

に
次
ぐ
高
額
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
公
売
情
報

が
随
時
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、

一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

公
売

検
索



【誇り ～懐の余裕よりも、心の余裕】

昨年の１１月、トヨタがＦ１からの撤退を表明した翌日に、ヤン

キースの松井選手がＭＶＰを受賞しました。「明暗を分けた」とい

う見方もできますが、記者会見で見せたトヨタの山科専務の男泣

きと松井選手のその涙には、ひとつの共通点があった気がします。

それは「誇り」です。世界の舞台から立ち去る者と「世界の」と

いう名誉を与えられた者、そのどちらからも会社や仕事に対する

揺るぎない誇りを感じました。

なくてもやっていけるけれど、なくし

てはいけないもの。それが「誇り」だ

ろうと思います。自分のやっているこ

とに「誇り」が持てなくなったとき、

そこで心が折れてしまいます。

ある有名企業で働く中堅社員が、最近社内でツバを吐くことが多

くなったと話していました。きっかけは、コスト削減の一環とし

て休憩室からイスが撤去されたことだそうです。経営者は「たか

がイスくらい」と思っているかもしれませんが、社員の見解は違

います。立ったままの休憩に文句があるというよりも、経営者の

ゆとりのない発想が社員にダメージを与えました。売上が思うよ

うに伸びなければ、コスト削減に励むのは当然としても、「自分の

会社は休憩室にイスを置く余裕もないのか」と思ったとき、「そん

な会社」で働いていることに社員の心は折れてしまったのでしょ

う。会社や仕事に誇りが持てなくなったから、無意識のうちに社

内にツバを吐いてしまったのです。懐（ふところ）の余裕よりも、

心の余裕を失ったときのダメージのほうが大きいことは、賢明な

経営者であればよくご存じのことだと思います。

明けて２０１０年。新聞やテレビでは不況の余波はまだ続いてい

ると報じています。思うように社員の懐に余裕を与えることは難

しくとも、せめて心の余裕は奪わないようにしなくてはなりませ

ん。これは経営者自身にも言えることです。今年も心が折れるこ

となく「倒れるなら前に！」の気概でいきたいものです。明るい

日差しが真正面から差し込んで来ます。誇りを持ち、心さえ折れ

なければ勝ったも同然です。

物事が好転し始める運

勢です。前向きな姿勢

で、精一杯努力しまし

ょう。予想以上の成果

が期待できそうです！

方向転換を検討中の方

は、この時期にプラン

の見直しを。実行する

のは来月以降に延ばし

た方が良さそうです。

思うように運ばないか

らと焦りは禁物。強引

な手法は控え、状況を

分析していくと自ずと

道は開けるでしょう！

年始早々面倒な問題が

浮上しそうですが、落

ち着いて対処すれば、

何事もなかったように

あっさり解決します。


